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鰍｝揃報（1）におい’c・＊1・taフィブT・　・1’ソの屈抑棚そ　慰よイ帳率の不均等である詑［1ち所劃帳倍数に牽引し

の舗水分の影響によつて靴く変イヒすることから，絹　ゾ翻禽，全体が均一にイ帳されることe：r．V・：とんど・1く或

フaブ皿イソの屈折率は同一含水状態で比1岐すべきであ　　　都分幟多く或部分は少く仲畏され平均して所要倍数に伸

ると渚えた。しかし斯様なことは恒溢慣1馳鱗のないとこ　　　長しているにすぎない。（特に伸長借数の少い場脅に薯

ろでは非常に灘なことでありこの影響鰐齢湖折　しい）．したがって励幽1腱渇よイ帳試料を小さな切

率表示瀕の必i要を痛感するに蚕った。　　　　　　　　　　　片として用いるため特に切片の其の伸長倍数な決定する

　そこでこの様な立場から繊維の屈折率を比較したもの　　　必蔓がある。このためには仲長試料のあらゆる部分を無

は極めて少く岡島氏等㈹によつて理論的爽験的に鱒；かれ　　　作意に抽lisしてその単均をもつて示すべきであるが，爽

た繊維讃繊総の属折率補正法によるのが最も澗当である　　験の性質上かかる翻丙は多くの手数と時閲とを要し不便

と思われる。したがつて齋々は牽帥易瀬瀦の屈折率測建　　　であるため，次の方漁によつて所嬰の伸憂試料を採取し

にかかる補正法を適用し液状絹の牽引凝圓に．kる屈折率　　　た。　Ul］ち未牽引凝圓絹（中部糸腺中区）の各部分を円形

変化と之に及ぼす関係湿度の影響について測箆した結銀　　断両と仮建して連続的にラビットラノメーターにより太

を報告する・本突験を行うに当り種々御助欝を頂いた都　　　さ（億径）を測定しその平均太さなもつて未牽引凝閲絹

立大陶筋三郎氏，小林満二氏に深詞ゆ意を表する，叉終　　　の太さとし，叉肇引凝闘絹も同様にして平均太さを求め

始実験に協力された専内・〒穿川両嬢に深謝の意を表す。　　　第1図のような結果を碍た。これは伸長前の答積とイ申畏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後の容積が不変であるとして計算した値と実験誤整の範
　　　　　　　　実　　験　　法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲で非常によく一一・twする。

1・　試　　　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Imu，

　営繭蔵前の熟蚕（畏光×信和，焚ユ08，新…のの体内　　　　　　2・O

より取り繊した絹糸腺を0．3％CH，9　COOH液　（その他

比較のため0．5％，工．O％，3．　0％agのCH3　COOHを用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，5
いた）に約1分閲浸渡した後，中部糸腺中区を1．5crnつ

つに切断し，その内1cmの部を約3cm／secの速度で3

倍5倍…蜘こ引き伸ばし固魁た・この様にして作つた　　i　1．。

牽引凝圃絹は乾燥に伴つて収縮し伸長倍率を変ずるため　　　　　径

2塒榊黙態のま蝿障灘風乾しその後約4°酬　　1
常温に貯蔵したものである。このi牽引凝固絹は屈折率測
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，5
定に先だってX20°C3時間圧力精練を行い風干した後の

糸長からその試料の伸長倍数を求めた。したがつて屈折

率測定試料はいずれも精練した牽引凝國絹でありO・5cm

の切片にして用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユx　　　　　5x　　　　　　　10x　　　　　　 l5x

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝♪牽引倍数
牽引凝固絹の屈折率を測定するに当つて最も困難な間　　　　　第1図伸長倍数と凝固絹の太さとの関係

＊僑州大学繊維学都　絹糸学研究黛　　　　　　　　　　　　従って所要の伸長試料はこの平均太さに相当する部分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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在切片とすればよい。この様にすれば不均等な伸長試料　　　中で約2ケ月減麟吃燥したものをH2＄0．1「にて関係湿度

のうちから域程度均等な試料を採取することが出来，よ　　　を調節したデシケータP・一内に移しエケ月貯蔵1、た後前報

り寓い精魔が鶴られるものと思われる。以下述べるとこ　　同様遠隔操作により浸灘こ封入して凪折峯な測定した。

ろの屈折率はこの様にして採取した切片によるものであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果

2・屈折率測定法　　　　　　　　　　　牽引凝剛1｝の調抽こあたつて一股繍セ桝肋聯瞭
剛斤率測融は前報と岡様べ・ケ灘よつた・測定温　（jH、，　COOI－1液にごく1…嚇間誕贈したの嚇…引繊維イ1鴛

麿15°～20°・浸液はα一モノブ・・ムナフタリソ，丁宇油　しめている。この1卿）aH，，　aooH液a）1君駿と7・　1｝t’LtOl　lj：Pll

及びセダー油の滋2種醐合し光源1よナトリウムラソ　とは弼1耀i照の｛帳倍数を決倒一る訓轍ζ醐な区ドF

ブを用いたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であり，このことは荻原氏により謬←細な報告がなされて

3．含水試料の調製　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。従ってこれ等の閃子が如何に鵬折率に影｛匹IFすゐか

　牽引凝固絹は天然に吐糸された絹糸に比べてはるかに　　　thr調べる団的でCHa（；（）OI－1の濃度とこれによつて洲製

太く完全無水状態にするためには加熱轄燥にょっても非　　　した牽引凝圃絹鋤耳折率を測腿して次の豪の様な緋県を

常な長蒔聞を要する。従つて各試料は105°Cにて約2時　　　鶴たn

間以上加熱乾燥を行い奥にP205な入れたデシケーター

第1義

蚕　品　種
CH“COOH濃魔

綴一［こ聖1
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備考各測定値は儒頼度95％の側嚢区聞で示す。（）内は測離数である。

　帥ち屈折率（n・t，・n。）及び複圃斤（n・t－n、）とGHaC　　　倍数によつて決定される様に思われる。

00Hの濃度及び蚕品種の間にはほとんど差異を翻める　　　　更に又蚕体内より摘鋤した液状絹は湿潤蒔には全く複

ζとが掛来ず大体牽引凝固絹の属折率及び複屈折は伸長　　　屈折を示さないが乾燥凝固したものでOrL　O，OO1～O．003
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程度の弱い複屈折を示し時には負の複屈折を示す部分も　　　完全無配列状態の屈折率n蜘は

あ・・白纈醐が負の翻折を示すことは恐らく自然　　　・is・設苧

凝固の際の乾燥収縮によるものであろう・なお液状絹が　によつて推定した。この伽値は第一表のようにイ帳

圏然凝固によ鰯い干渉色を示すこと1よ小原氏㈹・荻原　或は酉撒浸漬などによつては変化せず含有水分の影響に

siCd）等により詳細に研究されている。　　　　　　　　　　よって著しく変化する゜この関係を第2図及び第4図に

　斯様セこ未伸長状態において弱い複屈折を示すことから　　　示す。

　　　　　　　　1．fio

～

爵

O．06
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0．02

1，57

廊o
】．56

1，0「3

’　　　　　　　岬翻一一〇一一一一ひ酬颯卿叩嗣“Q
　　　　岬幽◎即φρ
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ぐ錠開『｝剛・・輔　剛歳廟輔一一一一意．一一一滋一』蜷藁誌x

第2図　伸畏倍数とn，t及びn、との関係

　　　　　　　　　　の伸長倍数は12～工5倍附近であろうとの推鷺も出叢るが

O％R．・YS・・　　この附近で複騎が【｝1各々一離fをとるため変化率測’さ

　　　　！／蒲ず　　灘綴蟹鰻鶴蕪糠騰膠
　　μ’　　　　　・イ・の噺靴臆とん朧力・禰ら瀧い．・れは
d！ @　　　　亘腿の様・・12一工5鮒i・i］”（・’…ぼ魂御瀧す・・≒から

すぎて明確なる伸長倍数糎フ綻…することは困難である。

　　　　　］・x　5・　　10・　Lrt・　　　n・t　＝　n’s°桟1｛面；五覆アωs°－n・）
　　　　　　　　→　イ申　ft　l＆　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝3niso－－2n↓

　　　　鄭図賑融と複屈撮の関係　　　を満足する。
　即ち伸長に伴つてn・tは著しく増大しn．は減少し共に　　　　本実験においては無水状態（0％R，1工．）に貯蔵した

12～15倍伸長附近でほぼ一定値に達するがnisoは全く　　ものの伸畏倍数とn〃及びn、との関係はnv　＝4．　G92一

変化せずn・t　－nisoとniso－n↓との比は常に2：1の割　　　2nよなる実験式で近似的に示すことが1』二1来n、軸に対し

合を保つている。これは岡隔氏（「）〉が再生繊維素の屈折率　　　て約64eの颪線として示される。又各種の関係湿度のデ

の研究で懇めたことと全く同一でk）　Dnisoが水分の影響　　　シケー－Eターに貯蔵した牽引凝閲縄の屈折率変化はいずれ

で変化してもこの比率には全く変りがない。又複屈折は　　　もこの直線に平行しているり自i］ちこれ等の直線上にある

仲畏に伴い未伸長状態の複屈折0．OOI附近より著しく増　　　すぺての屈折率は同一含水状態にあるものと考えられる

大し12～15倍伸長附近で略々一楚の複屈折0．050に近　　　（この直線を等湿線とする）従つて吾々はすべての測簸

つく。これは天然に吐糸された絹フaプロイソの複屈折　　　値はこれ等のいずれか一つの蔵線上にて比較すべきであ

によく近似している。従つてこれより逆算して天然絹糸　　　ると考えている。叉同一’・Pgk列魔の牽引凝固絹も関係湿麿

　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説明出来る様に：思われる。
　　ノ
　β　　　　　　　　　　　　　　　　　　さて以上の関係は岡厨氏，小林氏㈹の繊維索繊維の屈
7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　折率補正法によつて示せば第4図の様になる。即ち牽引

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凝圃絹のn〃とnxとの関係はすべて薦線的変化であり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　（nγ一一・nisの　　，
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　　　　　　　　　　　　　　固絹のカが吸湿性の大きいことによるか哉は太さの影響

謹　　　　　　　　　　　　　　により細い繊維の様に口鉦ちに水分平働状態に爆しないた

R、　　　　　めではないかと肺泌力・諦について畷に鰍を進

　　　、　X“　　　　纈験の鰍完傘燃臨の・is・が・．・槻肋た
　　　“・／・tv　　　が冷⑳鰍の経幽・湘の伽鰍商い方へ移
．確@　1ン！　　雑攣繍撮誌を霧鰹墜菰編繊

風，

　　　　　　／／t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括

　　　　　　7／－　　　舞　　長灘鑓繍辮弩饗繍躍簾魏窪

　　　　　　　　　／，　路　び艦講繍饗纂膿禁撫臨か、ntt

　　　　　－　　　　　／　　　　　，mp　　　　　　　　　　折率測楚に鳳その試料の輿の伸畏倍数な得る様注意すべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きである。

　　　　　　　　　　　　　，押　　　　　　　（a）瑚膿闘絹の剛斤率n“，n．噸踊種及CHa　ool－1

　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　1　　　　　浸潰処理条件には無関係セこ伸蔓倍数のみによつて決康す

　　　　　　　　　　　　　n・　　　　　　　　　　　　　　　る様に思われる。
第姻率獺騨蠣榊（11・ll・）と湿膿の関係　（3）　・，“IP）1凝匠聯の憾倍撫騎尋・。“，。．との蜥

（或は含膚水分率）の影響で慮線的に変化しておりnttと　　　は伸長倍数の増加に塗［生いn・tは大きくn、は小さくなり

暖の湿度との関係ほnL軸とほ1ま54°の慮線として示　　　Z2～15借附近で際ぼ…・簸値に漉する。

される（これを等配列線とする），従つて含水状態の異　　　　14）伸喪増数と複剛斤馬｝n・．との関係は栄伸長状態

つた2組の測簸値を同一含水状態で比較するためにはそ　　の0，001附近よりO．050附近7kで増火し矯儲：附近でほ

の1組の測定値A（n〃，n、）を通りn、軸に54°の傾　　　ぼ一定値となる。これは天鮮1｝糸の複屈折に非常に近似

斜をなす直線を引きn〃＝3niso－2n・を満足する颪　　　している。

線との炎点を求め5Zl他の1組の測定値B（ntts　nL）に　　　　㈲　nisoの値は木爽験においては天然絹糸及牽引凝

ついても同様にして同一薗線上の二つの炎点が重なるか　　　固鍋な間わず乾燥状態セこおいてほぼ工．564の値を示し酷

否かを検すればよい。　　　　　　　　　　　　　　　　酸処理条件，仲長倍数，晶種な揖こ無関係に常に一鷺で

　因みに前報における圧力精練絹（練減率24％）と石ケ　　　ある。しかし湿魔（或は含水率）の影響で著しく変化す

ン練絹（練減率22％）の屈折率に其の後の測簸によつて　　　る。

徽2βの測定徹舗してn〃と・・との関係を求め　　　　　丈　　献
ると第4図上方の平行2慮線となり両暫の聞に明らかな
配列度の差異を認めることが禺来る。叉この両覆の配列　　　1　N川博・窪田潤：儒大繊維研報3・103～エ06（エ9

度の差異は前軸こおいて述べた様セこ練鱗の瀬麟づ　　　　53）

くものと考えている。　　　　　　　　2岡駈郎・・」淋靖二・工化」46・491・（エ943）
　更に圧力練絹の無水状態のnisoは牽引凝國絹のniso　　3　小原醜太郎：学術協会報・11・2・236～237（昭和1X）

によく一致するのに石鹸練絹では一致していない。これ　　　4　荻原　満治：蚕糸学誌・14・2・87～92（1942）

は何に原因するか不明であり目下実験r・iiである。なお天　　　5　岡励三郎・横山修…三：工化44・ユ1・985～989（エ941）

然絹糸の無水ni・eが牽引凝剛影｝のni・・とよく一致する　6鵬三郎・小欄二哨脳

のに含水状態のnisoでは関係湿度から推定される含水

率と一一twしていない9この銀は燃系騨よりも弼瞬
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　　　　　　　　　　　　　　　　ching　ratio　of　the　silk．

The　w，it，，s　mea、。，ed　th。，ha。ge　Qf，ef，ac憾vei。di．　D°uble「ef「acti・n・xt・・ds　f「・m°・°°1　t・°・°5°in

ce・。f　the　c・・g・1・t，d・i！k，t，eヒ。h，d。。t。f　liq。id、ilk　p「°P9「ti°n　t°｛nc「ease°f　the　st「etch鳴and　the　la鰍

・fva・1。・・el。ng・ti。。、。d　the　eff。、・。f。i，　h。mmidity　value　apP「°ches　t°be　c°nstant　at　ab°uヒ1500％・These

。p。。　th，i，　values，　Th。，esult、。bt。i。，d。，e、、　f。11。w、，　values　a「e　slightly　dec「eased　by　ai「hu皿idity・

（1）R，1、ti。n　b，tween　tl、e，ef，。cti。。　i。d，。。，，。r　n．、。d　（8）Values°f　nis°

th。、t，，t，hi。g，。ti。、。f　the　c。、g。1。t，d，ilk．　　　These　values　a「e　alw・ys　c°nsta漁皿d　hav脚「ela糊

1・，・eases。f　th，　S・，et、hi。g　m。ke　n“high，，　b。t。a．　tiQn輌th　the　species°f　dQmesほc　silkw°「ms・imme崩

1・w・・a・dthe　i・dice，　bec。m，。，。，1y、。。，し。。t。t。b。ut　「si°n　time。「d・・sity・f　CH．gcoOl｛，・・d　th・・t・et・h儲

ユ500％・f・ヒ・。t。hi。ボati。．　Th，　the。面、、1，e1、ti。。，　ing「ati・・1・thi・e・p・・im・・t　the　incl・…1・e　i・d・y

激、壽一…1・・y・h・1d・…一・m・d・ty…蓋窓。鑑el、∴瓢；、、診lt　this　value　is　kably

no圭nflence　upon　this　relation，　but　a〃or　n上has，　　　　　　．　（ゐaboratory　of　Silk　Testing．皿aculty　of”re．sctile

（2）　Relation　beしween　doub！e　refraetion　and　the　stret－　　　　　　　　　　　　and　Sericulture，　Sh｛nshu　University，）．


